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ルラーゼをはじめ、さまざまな

加水分解諺繁などを分浴するこ

とを確認しており、それらの特

徴的な佐賀を調べている。

これまでには、南九測の特徴

的な鐙費量廃禁物である燦溺粉の

有効利用にも可飽性圭見いだ

し、地場産業への貢献も期待さ

れている。

次回は4月188に掲儀
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r:---ーーする株を用いてBDF隼震の検

討も行っている。

ラピリンチュラ類は従属栄獲

生物であるため、光合成により

ニ~.他炭素 (co. )から縮肪

畿を生産することはできない

が、縫物性バイオマスの申書化織

を炭素源として高密度矯獲を進

めており、 BDF生涯の部生物

であるグりセロールを炭繁源の

一部として利用できることも示

しており、より効務的なものづ

くりが期待される。

また、ラピリンチュラ績は突

然海ではさまざまな有畿物の分

解者として働いているため、多

くの留体外務索を分泌する。林

准教授らはこれまでに天然海か

ら分漉したラピリンチュラがセ
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性脂質を生産する捺が多く含ま

れる.

BDFの生産も倹討

脂肪酸級成についてもさまざ

まな株が存在し、 DHAのよう

な高度不飽和指肪畿ではなく、

逆にバイオディーゼル燃終 (6

DF)に適した館筋酸組成を有

宮崎大が1500株を分離

しかし、この生物のもつポテ

ンシャルが、高度不飽和脂肪E量
生産に限らないことが愚近明ら

かになりつつある。l1{鯖大学農

学部海洋生物環境学到の株雅弘

准教授は、さまざまなラピリン

チュラ鎮のスクリーニングを続

。、そのライブラリーは1500訴
を超える。

分般紙の中にはDHAのみな

らず、スクアレンなどの炭化水

繁類を蓄積する車産、アスタキサ

ンチンやカンタキサンチンとい

ったカロテノイド費量などの機能

scoで有望なラビリンチュラ類

スクアレンを細胞内に蓄積す

ることで最近注目されているオ

司ランチオキトリウムを合むラ

ピリンチュラ類l立、これまでも

ドコサヘキサエン厳<DHA)
を箸量に生産することから、有

望な 「シングルセルオイル (S
co)=単細胞が生産するオイ

ル」として知られてきた.

気焼却飽1重量の609揺をこえる
脂質をiil置する株もあり、総脂

肪重量の幼虫匹以上をDHAが占め

る株もあることから、高度不飽

和脂肪酸の供給量Zとして、食品

や銅斜の分野ですでに一部実用

化されている。


